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執筆者一覧（本誌掲載順）阿部雅子（あべ・まさこ）北海道演劇財団事務局
/
扇谷記念スタジオ・
シアターＺＯＯ支配人（～〇六年三月）一九九六～一九九九年、㈱ほりぞんとあーと美術部所属 　舞台美術製作に携わる。二〇〇 年、北海道演劇財団に勤 。劇団ＴＰＳ（シアタープロジェクトさっぽろ）制作業務などを担当。〇二年から扇谷記念スタジオ・シアターＺＯＯを担当。〇五年から扇谷記念スタジオ・シアターＺＯＯ支配人就任。公演以外のシアターＺＯＯ企画公演・提携公演などを企画・運営イナダヒロシ（いなだ・ひろし）劇団イナダ組代表
/
脚本・演出家
一九六〇年生まれ。九二年劇団イナダ組旗揚げ。北海道一客を呼べる劇団代表。劇団員は、役者十四名、スタッフ十五名．テレビで活躍中の大泉洋、森崎博之らが所属し、一万人をこえる動員数を誇る。 劇活動の他に、新聞、雑誌等でコラム担当。ラジオパーソナリティや講演会なども行っている。他に企業のイベントの企画や演出もする。また、道内各地 演劇ワークショップも勢力的に行っている。
斎藤ちず（さいとう・ちず）演出家・アートマネージャー
/
ＮＰＯ法人
コンカリーニョ理事長愛媛県生まれ。北海道大学医学部中退。北海道大学在学中に演劇を始め、一九九五年から演出活動とともに小劇場フリースペース運営開始。ホールマネ ジャ として、ダンス公演やフェスティバルのプロデュスする。二〇〇四年 　札幌市西区より 「タミナルプラザことにパト 」の管理 運営を委ねられ、現在は、劇場再建のための設計から資金調達までの活動を行うとともに、さまざまな文化プログラムの企画立案、運営を行っている。和田研一（わだ・けんいち）演劇専用小劇場ＢＬＯＣＨ
/
スタジオウノ代表
二〇〇〇年に閉館した札幌で唯一の演劇専門劇場「ルネッサンス・マリアテアトロ」の元マネージャー。 「マリアテ トロ」は本多劇場グループの一つとして「本多小劇場」の名前で一九八六年に開場。現在手がけている「ＢＬＯＣＨ」もまた本多劇場と提携し おり、地 劇団の公演以外にも、札幌・東京の作品 各種プロデュ ス公演も行なっている。
飯塚
 優子（いいづか・ゆうこ）
アートコーディネーター
/
赤い実企画代表、
レッドベリースタジオ主宰スクリプター、コピーライターを経て、４丁目プラザ企画宣伝部入社。４プラホール、駅裏八号倉庫の運営を通じて地域演劇のマネジメントに携わるとともに、札幌コンサートホールＫｉｔａｒａ建設に関する市民提言団体・ＳＴＰや北海道演劇財団設立にいたる市民活動などの事務局を担当した。現在は居住する西区八軒で演劇を地域社会に生かすことを模索している。札幌学院大学講師。平田オリザ（ひらた・おりざ）劇作家、 演出家、 大阪大学コミュニケ ションデザイン・センター教授、富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ芸術監督（〇七年三月まで）一九六二年東京生まれ。九五年 『東京ノート』で岸田國士戯曲賞、 九七年『月の岬』 （演出）で読売演劇大賞優秀作品賞、 〇二年、 『その河をこえて、五月』で朝日舞台芸術賞グランプリを受賞。二〇〇〇年より桜美林大学勤務、〇六年より大阪大学勤務。
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永田靖（ながた・やすし）大阪大学文学研究科教授（演劇学）近代演劇史・近代演劇論。近年はヨーロッパ近代演劇のアジア諸国での展開の研究を通して「ユーロ・ 」演劇（
=
ユーラ
シア演劇）の弾力的な演劇史と理 構築を試みている。また日本 地域演劇における公共圏と演劇性の関係にも注目している。ロシア・モダニズム演劇、近代演技論、劇史学などについての論文多数。
 
菅村敬次郎（すがむら・けいじろう）札幌啓成・札幌藻岩・札幌開成など、高校演劇部顧問として北海道に生きる若者を主題にオリジナル脚本を執筆し続け きた。全国高等学校演劇コンクール（昭和
55
年）で最優秀賞、創作脚本賞 受賞。
56年
度、北海道芸術新賞に選出された。平成
11
年、戯曲集「あしたは天気」を出版。同書は北海道図書館協会選「北海道青少年のための推薦図書」に加えられている。平成
15
年、演劇工房「森の会」と札幌国際大学人文学部・現代文化学科・表現 コースの学生による「音楽舞踏劇・イゼルギリ婆さん」を演出し ロシア・ユジノサハリンスクで公演、好評を得た。
堀田充規
( ほりた・あつみ）
大阪芸術大学助教授大阪芸術大学舞台芸術学科舞台制作専攻卒業、田中照三、板阪晋治に師事、舞台美術デザインを学ぶ。在学中に舞台テレビ美術家協会主催のデザインコンペ 入選、美術家を志す。卒業後、副手として研究室に勤務し、舞台美術家として活動を始めるが、後に専任講師となり現職に至る。舞台美術家協会西日本支部理事、プラハ・カドリエンナーレ委員、演劇学会幹事。加藤浩嗣（かとう・ひろつぐ）北海道新聞記者一九六五年釧路市生まれ。早稲田大学政治経済学部卒業。大学時代に大野一雄や状況劇場、第三舞台、転形劇場、夢の遊眠社などを観て、舞台芸術の魅力に目覚める。二〇〇〇年九月から〇四年六月までの北海道新聞文化部在任中、演劇評や映画評を執筆。ダンス も含む年間最多観劇数 映画除く）は〇三年の二百四十四本（同一演目の複数観劇含む） 。現 も 百二十本程度の観劇を続け、劇評ブログ「シアターホリック（演 病
http://ham
-pro.seesaa.
net/ 」を主宰。
太田晃正（おおた・こうせい）㈲時円プランニング一九四五年横浜生まれ。一九六三年財団法人厚生団
 東京厚生年金ホール入社
( 舞台照
明担当） 。七一 北海道厚生年会館に転任。以後九三年まで札幌厚生年金ホール舞台監督として企画、構成、演出を手がける。退社後、三十年の経験を生かして劇場コ サルタント会社㈲時円プランニング設立。代表取締役。九四年札幌市市民文化奨励賞受賞。九八年財団法人北海道文化財団のトータルコーディネーター就任。二〇〇六年より砂川市地域交流セ のアートコーディネーター就任。勝見昭二（かつみ・しょうじ）㈱ステージプランニング・ＫＡＴＳＵＭＩ一九六四年小樽市役所、市民会館勤務。九五年小樽マリンホール オープンと同時に当ホールと市民会館を兼務辞令にて二館を管理業務。二〇〇三年小樽市役所退職〇四年 後志地方になかった舞台制作会社ステージプランニングＫＡＴＳＵＭＩを創立。取締役。市役所に現職の時から、社団法人日本照明家協会会員 現在、協 理事。
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五ノ井浩（ごのい・ひろし）㈱ほりぞんとあーと音響部主任。帯広市出身。平成元年入社。以降、舞台
･
イベント等の音響オペレー
ター・プランナーを務める。現在、日本音響家協会北海道支部事務局長。服部正巳（はっとり・まさみ）ステージコンサルティング 　ア 　カンパニー一九五二年苫小牧市生れ。七九年に苫小牧市民会館の技術職員として、苫小牧市民会館を管理運営していた苫小牧振興公社に入社。照明・音響・舞台という仕事の中で、音響技術の奥の深さに徐々に魅力を感じるようになっていきました。入社の動機は不純で、学生時代に演劇部の裏方をしていたという安易な考えで入社しましたが、当然甘かった すね。以来ず ぶん勉強 たものです。二〇〇〇年社内異動で本社勤務となりましたが、音響の仕事というか舞台の仕事を忘れることが きず〇二年 退職し独立。現在に至って ます。日本音響家協会北海道支部副支部長。日本音響家協会１級音響技術者。舞台機構調整（音響機構調整作業）試験検定員。
藤原得代（ふじわら・とくよ）㈲クープドクニ取締役一九六九年ＨＢＣプロデューサ小南氏から邦楽邦舞メークを命ぜられ、これをきっかけに多方面から仕事の依頼多く、一九八〇年清水悌氏に師事、特殊メークを学ぶ。道内外、海外でもＴＶ、ＣＭ、スチール多数。現在に至る。ＮＰＯ札幌室内歌劇場会員、日本エステ協会公認フレアー講師、ＳＴＶ報道制作局専属ヘアメーク。吉田ひでお（よしだ・ひでお）アーリオ工房一九六六年札幌生まれ。一九九〇年北海道教育大学札幌分校特設美術科卒。在学中よりＴＶＣＭ広告映画演劇等の特殊美術 メイク、造形を手掛け卒業後「アーリオ工房」を名乗る。アミューズメント、博物館、ＴＶドラマやバラエティ、とあらゆるジャンルで活動中。森一生（もり・かずな ）浅井学園大学短期大学部教授札幌静修高等学校演劇部顧問就任（昭和
42
年）以来、長年にわた 高校演劇指導に尽力し、同校を二度の全国優勝にまで導いた。全国アマチュア演劇協議会の創作脚本賞を
受賞するなど、高校演劇の中心的存在として活躍してきた。岡元眞理子（おかもと・まりこ）浅井学園大学生涯学習システム学部教授声楽家。 「児童発声法」 「老人発声法」 「発語と発声」などの研究、ゲーテの詩 歌曲「野ばら」研究。他、地域に根ざ た文化活動も行っている。グーストナハト ドイツ）など国内外リサイタル十回、他演奏活動。児童合唱団の育成として、シドニーオペラハウス公演、ウィーン少年合唱団との合同演奏会 （クラーゲンフルト市） などに導いた。村松幹男（むらまつ・みきお）浅井学園大学短期大学部助教授北海道生まれ。高校時代より 劇をはじめ、北大のサークル「劇団アトリエ」を経て、大学在学中の一九八三年に「デパートメント・シアター・アレフ」の旗揚げに参加。アレフの終了後 （九〇年） 、 九二年に 「Ｔｈｅａｔｅｒ ラグ・２０３」旗揚げ。代表。劇作、演出、役者。大林のり子（おおばやし のりこ）浅井学園大学短期大学部講師演劇学・演劇史。大阪 大学院文 研究
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科にて演劇学を専攻。主に二十世紀初頭の上演や舞台美術について、上演史・演出論・演劇論・批評言語などの分析を通して、歴史的読み直しを試みている。現在は、劇場スタッフの育成に関する歴史や現状の調査研究も進めている。田光子（チョン・クワンジャ）浅井学園大学短期大学部講師札幌市生まれ。在日韓国人。幼少時代にバレエ、日本舞踊、韓国舞踊を習い、舞踊の魅力を知る。大 では英文学 専攻し、 シェイクスピア劇などに関心を持つも、韓国ソウルに位置する梨花女子大学大学院では韓国舞踊を実践・理論面において び、現在は本学の舞台芸術系で 舞踊概論 身体表現などを担当する。森井綾（もりい・りょう）浅井学園大学生涯学習システム学部講師一九八八年北海道教育大学札幌分校卒業。以降フリーでデザイン業・デジタルコンテンツを中心にディレクターを営む。九五年㈱アドビデオ北海道入社。二〇〇〇年四月㈱アドビデオ北海道退職。〇六年から浅井学園大学講師
。
編集後記
　今年は記録的な暖冬で、東京では二月初旬にして春一番が吹
こうかという勢い。札幌も雪が少ないばかりか、正月に雨、二月にも雨が降り、雪祭りでは初日から雪像が溶け けている。それとはまったく関係な けれど、本誌の創刊にあたっては、舞台芸術に関わる人々の熱い情熱に、たくさんのエネルギーをもらった。北海道は熱い。そして北海道は広い。まだまだ知らない情熱に出会えるに違いな 。
　今回は多方面から協力を得て、厚みのある内容に仕上がった。
日本演劇学会の開催および原稿掲載にご尽力 ただいた方々、急な執筆依頼に応えてくださった皆様、写真の提供に快く応じてくださった劇団関係者 感謝を捧げる。
　創刊号は企画をはじめた五月頃、年内（十一月か十二月）刊
行を目指していた。が、意外なところで作業が難航した。なんども言うが、北海道は広い。東京
—
札幌間を飛行機で行き来す
るより 、道内移動の方がだんぜん時間がかかる。だから 原稿が届くのにも時間がかかる…。ともあれ、研究グループ発足初年度の年度内 無事に創刊号を刊行することができて、ほっと一息。
 
（ＮＯ）
写真提供（本誌掲載順）
NPO 法人コンカリーニョ／劇団シアタープロジェクトさっぽろ（ＴＰＳ）／劇団ｙｈｓ
劇団イナダ組／劇団千年王國／劇団演研（帯広）／電気ウサギ
